
【石鎚会グループ関連施設】京都田辺中央病院・京都田辺記念病院・同志社山手病院・特別養護老人ホームやすらぎの杜・
田辺中央クリニック・三山木中央クリニック・訪問看護ステーションやすらぎ・訪問介護センターやすらぎ・サービス付き
高齢者向け住宅 やすらぎの里三山木・介護老人保健施設 やすらぎ苑・やすらぎ保育園

京都田辺中央病院では毎週火曜日の整形外科外来で、

同志社大学スポーツ健康科学部教授 北條 達也 先生が、診察をご担当されています。

医療法人社団 石鎚会・社会福祉法人やすらぎ福祉会

石鎚会グループは、同志社アスリートを応援しています。
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　名門大阪桐蔭では副将と
して重責を担った坂。日本一
を成し遂げるべく奮闘した高校
での経験を糧に、大学野球の舞
台でもリーダーシップを発揮し
ている。「自分からしっかり声を
出してくれて、下級生も付いて
いきやすい」（竹川監督）。自ら
キャプテンに立候補し、並々な
らぬ覚悟でラストイヤーに挑む。
　今年度からは監督交代を契機
に練習の質が飛躍的に向上した。
「野球以外の部分もきちんとやる

What is he like?What is he like?

・２００３年４月４日生まれ
・大阪桐蔭高校出身
・右投げ右打ち
・１７８㌢・78㌔
・法学部４年

　中
森
（
法
４
）
と

は
ゼ
ミ
も
一
緒
で

仲
が
良
い
で
す
。

口
で
引
っ
張
っ
て

く
れ
る
タ
イ
プ
。

僕
は
得
意
で
は
な

い
の
で
す
ご
い
な

と
。頼
れ
る
副
キ
ャ

プ
テ
ン
で
す
。

　長
尾
（
法
４
）
と

は
高
校
時
代
に

バ
ッ
テ
リ
ー
だ
っ

た
の
で
、
一
番
信

頼
し
て
い
ま
す
。

今
は
学
生
コ
ー
チ

の
立
場
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

本田本田

はは
信頼している信頼している
長尾長尾

　坂
ち
ゃ
ん
は

キ
ャ
プ
テ
ン
に
な

り
自
分
の
こ
と
も

気
に
し
つ
つ
、
周

り
も
見
な
く
て
は

い
け
な
く
な
っ
て
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
声
を
か
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。

橋本裕橋本裕

はは

年 生 に よ

　知
念
（
文
情
４
）

は
関
西
人
よ
り
関

西
人
で
す
ね
。
沖

縄
県
出
身
で
す
が
、

話
の
中
で
ボ
ケ
を

入
れ
た
り
、
ツ
ッ

コ
ミ
を
欲
し
が
っ

た
り
す
る
時
が
あ

り
ま
す
。

知念知念はは
関西人？関西人？

中森中森

ート ーフる４  ▶ ク

坂ちゃん坂ちゃん
自分に厳しい自分に厳しい

ようになった」と
チームの成長を実感。
選手の背景やモチベー
ションにも差があるが、卓
越した統率力で組織を一つ
にまとめ上げ、やりがいも感
じている。
　「すごく頼もしいキャプテン
で、締まりのあるチームになっ
た」（財原・スポ４）。主将と
して迎える最後の１年。己を
律し、全身全霊を懸けて白
球に想いを託す。

CAPTAINCAPTAIN

｢春の最終戦、良い試合を見せたい」（坂）

 ★ ★ ★
 ★ ★

 ★Spring league dijestSpring league dijest
対関学大★★対関学大★★

５/24・25同立戦13:30PB 
＠わかさスタジアム京都

#１#１

対近大☆★★対近大☆★★

負け負け 負け負け

対京大☆☆対京大☆☆

勝ち勝ち勝ち勝ち

対関大☆★☆対関大☆★☆

順大学名
①
②関学大
③
④
⑤

立命大

⑥

勝 分

１
２

０
０

１

負勝点 勝率

３
３

２
２

０

７３ 0.700
７２ 0.778

５５ 0.500同志社
６３ 0.667近　大

京　大 10０ 0.000

◆春季リーグ戦順位表◆

中森中森はは
頼れる副将頼れる副将

堀内堀内

リ

同志社予想先発オーダー

橋本裕橋本裕

坂坂

三 齊藤齊藤
二

遊

一

影山影山

堀内堀内

知念知念

左 中森中森
中 赤山赤山

右 大井大井

①大　井
②堀　内
③齊　藤

⑧　坂

④知　念

⑥赤　山
⑦影　山

⑤中　森

⑨橋本裕捕

投

関　大 ０１４６ 0.400
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ス
ロ
ー
ガ
ン「
昇
撃
～

Revive Reinforce Rise

～
」
の
下
、
'11
年
秋
以
来

と
な
る
リ
ー
グ
優
勝
に
向

け
戦
い
に
挑
ん
だ
坂
組
。

序
盤
に
連
敗
を
喫
し
頂
点

か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
が
、

第
３
節
３
回
戦
か
ら
３
連

勝
中
。
五
分
の
戦
い
を
演

じ
て
お
り
、
最
終
節
で
勝

ち
点
を
獲
得
す
れ
ば
今
季

の
勝
ち
越
し
が
決
ま
る
。
今
こ
そ
、
さ

ら
に
一
つ
に
な
る
時
だ
。
全
て
を
懸
け

て
戦
う
男
た
ち
の
雄
姿
を
見
逃
す
な
。

苦
悩
の
日
々

　
「
弱
か
っ
た
過
去
や
、
駄
目
だ
っ
た

自
分
た
ち
を
打
ち
破
っ
て
い
く
」。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
昨
冬
、
主

将
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
坂
は
力
強

く
語
っ
た
。
14
年
に
わ
た
り
遠
ざ
か
る

リ
ー
グ
優
勝
を
つ
か
み
取
る
べ
く
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
き
た
同

志
社
。
春
の
戦
い
も
、
つ
い
に
最
終
局

面
を
迎
え
る
。

　
振
り
返
れ
ば
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
の
方
が
多
か
っ
た
。
昨
季
終
了
後
、

新
た
に
就
任
し
た
竹
川
監
督
の
下
で
３

月
に
は
強
豪
早
大
に
善
戦
。
近
大
と
の

開
幕
節
初
戦
で
は
逆
転
勝
利
を
収
め
、

前
途
に
は
希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
続

く
２
回
戦
か
ら
４
連
敗
を
喫
す
る
。
一

気
に
優
勝
戦
線
か
ら
脱
落
し
、
背
番
号

１
が
人
目
を
は
ば
か
ら
ず
大
粒
の
涙
を

流
し
た
日
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
け
が
人
の
続
出
も
チ
ー
ム

を
大
き
く
苦
し
め
た
。
第
３
節
対
関
大

戦
以
降
、
そ
れ
ま
で
プ
レ
ー
で
先
導
し

て
き
た
主
戦
投
手
の
野
邉（
政
策
３
）、

捕
手
の
辻
井（
ス
ポ
３
）が
相
次
い
で
離

脱
。
ベ
ン
チ
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た

主
将
自
ら
マ
ス
ク
を
か
ぶ
る
機
会
も
増

え
た
。「
出
る
か
ら
に
は
チ
ー
ム
を
勝
た

せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
し
、
必

死
に
な
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
」。
苦

境
に
立
た

さ
れ
る
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ナ
イ
ン
を
鼓
舞
し
続
け
る
姿
は
、

ま
さ
し
く
扇
の
要
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

成
長
の
証
明

　

開
幕
以
降
、
選
手
た
ち
は
「
総
力

戦
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
。
い
か

な
る
状
況
で
誰
が
出
場
し
て
も
勝
つ
こ

と
の
で
き
る
チ
ー
ム
が
、
坂
組
の
理
想

像
だ
。「
全
員
で
や
ら
な
い
と
勝
て
な

い
」。
今
季
は
４
年
生
を
は
じ
め
、
昨

季
ま
で
Ｂ
チ
ー
ム
で
力
を
蓄
え
て
き
た

２
、３
年
生
が
台
頭
し
た
。
さ
ら
に
、
新

た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
１
年
生
も
主
力

と
し
て
躍
動
。
先
発
メ
ン
バ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
も
勝

利
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　
全
員
野
球
を
体
現
し
、
対
関
大
３
回

戦
か
ら
こ
こ
ま
で
３
連
勝
、
さ
ら
に
２

節
連
続
で
勝
ち
点
を
獲
得
。
誰
一
人
諦

め
ず
必
死
に
戦
っ
て
き
た
結
果
、
絶
望

の
淵
か
ら
這
い
上
が
っ
た
。「
だ
ん
だ
ん

自
覚
が
生
ま
れ
て
き
て
、
や
っ
と
（
理

想
が
）形
に
な
っ
て
き
た
」。
積
み
上

げ
て
き
た
５
勝
が
、
何
よ
り
の
成
長
の

証
し
だ
。

結
果
で
示
す

　
最
終
節
に
待
ち
受
け
る
立
命
大
と
の

マ
ッ
チ
ア
ッ
プ
。
伝
統
の
一
戦
と
呼
ば

れ
る
こ
の
舞
台
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

先
人
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
き

た
。
昨
秋
は
２
試
合
連
続
で
屈
辱
の
完

封
負
け
と
な
っ
た
が
、
春
に
限
っ
て
は

'23
年
、
'24
年
と
続
け
て
２
連
勝
を
記

録
。
３
年
連
続
の
勝
ち
点
獲
得
に
期
待

が
か
か
る
。「
必
死
に
な
っ
て
泥
く
さ

く
、
勝
ち
点
を
取
り
に
い
き
た
い
」。

紡
が
れ
て
き
た
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
宿

敵
撃
破
へ
。
時
ま
さ
に
今
、
男
々
し
く

起
て
同
志
社
。�

【
黒
田
周
良
】

順
位
表
は
５
月
21
日
現
在
の
結
果
で
す
。
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レ
イ
ア
ウ
ト
　
矢
部
　
彩
香



1111

88
22

1818

99

熱
血
漢

熱
血
漢1515

1414

2626下
克
上

下
克
上

66

2222

新鋭の巧者新鋭の巧者3535

.
選

HEROESHEROES
DOSHISHADOSHISHA PP

EE
LL AA

EE
YY
RR MM UU SS TT WW

EE RR SS FF II
IIVV

3636

疾
走
疾
走

3838

2020剛
気
剛
気

 一閃で打開 一閃で打開

.
手

.
名

.
鑑

LL
NN

EE
!!

気
勢
漲
る

気
勢
漲
る

み
な
ぎ

み
な
ぎ

33

　外野陣で連係を取り
合い、大飛球を難なく
捕球。堅実な守りで会
場を魅了する。加えて

速球への対応力や力強
いスイングで打撃でも輝く
実力派だ。兼ね備えたスキ

ルに磨きをかけ、走攻
守全てにおいて着実

にレベ ルアップ を
遂げている。
　「幼い頃から野球
が楽しいと感じて
いた」。幼少期か
ら自然とボールに
親しみ、多くの時
間をともに過ごし
てきた。「身近にあ
る一番熱中できる

　３つ上の兄がきっかけ
でソフトボールを始め
た。中学入学と同時に野
球にシフトし、高校は報
徳学園へ進学。昨春のセ
ンバツでは全試合で４番
に座り準優勝に輝いた。 
　大学では入部早々、開
幕節から唯一１年生とし
てスタメン入り。対近大
２回戦では３打数２安打
の活躍を見せた。「チーム
を勢いづけるプレーをし
たい」。優れた選球眼と
安定感のある打撃力を持

ち味とし、思い切りの良
いプレーを繰り広げる。 
　「両親や友達に感謝の
気持ちを伝えられるの
は、野球をすることだと
思う」。報徳学園在学時
に大角健二監督から教
わった謙虚さを胸に、齊
藤は練習でもプレーでも
感謝の気持ちを忘れるこ
とはない。個人タイトル
と日本一をつかみ取るべ
く、次代を担う新星が同
志社旋風を巻き起こす起
爆剤となる。 

　「一番自信のあるボー
ルはストレート」。最速
１４３㌔の直球で立ちは
だかる相手打線を封じ込
める。常に自分の持ち味
を最大限に生かし、勝利
に貢献してきた財原。ど
のような状況でも先発か
らバトンを受け、リリー
フの切り札として投手陣
をけん引する。 
　また、全体の雰囲気づ
くりにも尽力。「コミュニ
ケーションをとって、つ
ながりを意識しながら取

り組んでいる」。試合前
後には後輩ピッチャーに
声をかけ、最上級生とし
ての責任を果たす。
　昨春は先発を含む11試
合で防御率０・９０と圧
倒的な印象を残す。ブレ
な い 投 球 ス タ イ ル で、
リーグ最多登板を記録し
た。今シーズンは本来の
実力を出し切れていない
ものの、再浮上を目指
す。副将としてのプライ
ドを燃やし、部を先導し
続けろ。

　１年時の春から正捕手として目覚
ましい活躍を見せる辻井。守備面の
みならず、バッティングセンスもす
さまじくチームにもたらす影響力は
計り知れない。
　中でも高度なフレーミング力は、彼
にしか成すことのできない最大の武
器だ。高校時代から培ってきた緻密
な技術を存分に発揮し、投手陣の継
投リレーにも的確に対応。「信頼され
るキャッチャーになりたい」。大学生
活は今年で３年目を迎え、部の中核と

してチームをけん引する立場となっ
た。責任が伴う中、ナインの司令塔
として自身の役割を全うする姿は、
まさに仕事人である。
　卓越した強肩と力強いバッティン
グを兼ね備える辻井は、大学野球界
でもトップを争う実力を持つ。その
高いスキルが評価され、昨年度には
侍ジャパン大学代表候補選手強化合
宿にも参加。体つきやスピード感な
ど他大学のトップ選手からさまざま
な刺激を受け、一皮むけた姿で帰っ

てきた。
　対関学大１回戦ではキャッチャー
マスクを取り、サードとしてのスタメ
ン起用に応える多才ぶり。「自分の結
果よりも、チームの結果を一番に考
えている」。勝利のために一役買う姿
からは、上級生としての決意と覚悟が
にじむ。攻守にわたって高水準のプ
レーを継続する辻井は、周囲の期待
を一身に集める存在だ。昨秋の同立
戦で味わった悔しさを晴らし、今季こ
そ笑顔を見せてくれ。

　自身の名から取った座右の銘
は「克己心」。己の弱い心に勝つ
という精神力を兼ね備える。「自
分の投球をするだけ」。先発、リ
リーフとして安定した制球力で
戦略に応じた役割を果たす。
　敦賀気比高校３年時の春に内
野手から投手に転向。公式戦初
登板となったのは、第93回選抜
高校野球大会対常総学院戦だ。

「この 試 合 が１番 心 に 残ってい
る」。２死一、二塁のピンチで登
板すると、相手打者を見逃し三
振に仕留め窮地をしのぐ。その
後は７回まで安打を許さず力投
したが、延長13回タイブレークの
末に無念の敗北を経験した。
　昨年はけがでコンディション
が整わず、不本意なシーズンを
過ごす。もどかしさを払拭すべ
くオフシーズンには、ウエートト

レーニングに注力し自己改
革。オープン戦での戦績が評
価され、開幕戦で先発のマウン
ドを託された。「気持ちを決めて
挑んだ」と意気込むも、相手打
線に猛打を浴び４回途中を投げ
３点を失う。しかし、心を入れ
替えて挑んだ対関大２回戦では
６回１失 点 の 好 投 でリベンジ。

「ピンチの場面で三振を取れたの
が良かった」と先発の大役を全
うした。
　１勝 を 挙 げ る 大 切 さ と 難 し
さ を 痛 感 し た３年 間。 今 年 は
最上級生として、投手陣を先導
する自負を持つ。「少しでも長い
イニングを投げて、防御率を低
くし な が ら チ ー ム に 貢 献し た
い」。強みとする打たせて取る
ピッチングで立ちふさが
る相手をねじ伏せろ。

　走攻守の三拍子が
そろっているオール
ラウンダー。ひとた
びグラウンドに姿を
現すと活躍を予感さ
せる。１年時から不
動のセカンドとして
名 手・ 川 久 保（ス ポ
卒）と二遊間を組み、
経 験 を積 んできた。
昨春にはベストナイ
ン を 獲 得。し かし、
現状に満足はしてい
な い。「僕 の プ レ ー
がチームに影響す
る」と春の戦いに向
け て 守 備 を 強 化。

毎 日 の 練 習 後 に
ノ ッ ク を 受 け、

地道に実力を
磨いてきた。

受け身にならず常に
積極的な守備を心が
けている。
　プレーで引っ張る
傍ら副将としての自
覚も芽生えた。「チー
ムにとっての柱にな
る」。打 撃 面 で は 前
打席の結果を引きず
らず、状況に応じた
バッティングをする
ことを意識。守備で
は最上級生として仲
間 へ の 声 か け を 行
い、内野陣をリード
する。
　ここまで２シーズ
ンにわたり全試合で
先発出場し、今季も
継続中。対近大３回
戦では４点を追う苦

し い 展 開 で 打 順 が
回った。「自分が犠牲
になってでも、つな
ぎの役割を徹底しよ
う」。バットを振り抜
くと、打球は左中間
を 破 る 適 時 三 塁 打
に。２点差に詰め寄
り、塁上で拳を突き
上げた。
　 堀内はこの１年で
野球人生に区切りを
つける。「今のチーム
メートと野球ができ
るのも長いようで短
いので、一日一日を
大事にして結果で返
し た い 」。積 み 重 ね
てきた努力と揺るぎ
ない信念を胸に、情
熱を燃やし尽くす。

　勝負どころでの力強い
バッティングが最大の魅
力。名門大阪桐蔭から同
志社に入学し、１年生の
頃からベンチ入り。広角
に打ち分ける打撃センス
を武器に、これまで数多
くの好機を生み出してき
た。また、昨年からは本
職の三塁に加え、本格的
に外野守備にも挑戦。さ
まざまなポジションをこ
なすユーティリティープ
レーヤーとして、チーム
には欠かせない存在だ。
　今季は開幕から調子が
上がらない中、第３節で
初の勝ち点をつかんだ同

志社。背景には中森の活
躍があった。１回戦では
唯一の得点につながる二
塁打、また２回戦からは
２試合続けて適時打を放
ち、カード勝ち越しに貢
献。「チームのために何が
できるかということを考
えてやっている」。フォ
ア・ザ・チームの精神が、
白星に結び付いた。
　「もっと自分が先頭に
立って盛り上げていきた
い」と、副将として奮闘
の日々を送る。言葉とプ
レーでナインを引っ張
り、スタンドを沸かせ
ろ。

も の で あり、 大 切 な 存
在」。冷静沈着な性格な
がら、野球に対する揺る
ぎない情熱を胸に抱く。
普段は自身の課題の改善
に 必 要 なプロセス を 追
求。「自分に足りないとこ
ろを補う練習をしたい」
と探究心を忘れることは
ない。
　開幕戦で３番を任され
ると、同点に追い付くタ
イムリーを放ち、持ち味
を発揮。「いいところで１
本打てた」。ひたむきに努
力を重ねる真摯（しんし）
な姿勢こそが強さの源だ。
　「声で引っ張るタイプで
はないので、チームに目
を配って寄り添いたい」。
俯瞰（ふかん）的な視野で
全体を見ることができる
牧原。確かな信頼でつな
がれたチームに栄光の花
を咲かせろ。

　

ス
タ
メ
ン
と
し
て
初
め

て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
名
を
連
ね
た
の
は
、

昨
秋
の
京
大
戦
だ
っ
た
。
初
出
場
な
が
ら
快
音

を
響
か
せ
、
長
打
２
本
を
放
つ
衝
撃
の
デ
ビ
ュ

ー
。「
調
子
が
い
い
感
じ
だ
っ
た
の
で
そ
れ
が
打

席
に
つ
な
が
っ
た
」。
巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
、己
の
価
値
を
証
明
し
た
。

　
仙
台
育
英
時
代
、
２
年
時
の
夏
に
全
国
優
勝
、

３
年
時
に
準
優
勝
と
い
う
華
々
し
い
経
験
を
持

つ
寺
田
。
恩
師
で
あ
る
須
江
航
監
督
に
教
わ
っ

た
「
現
状
維
持
は
衰
退
」を
心
に
留
め
、
現
状
に

あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
毎
日
ひ
た
む
き
に
練
習
に
参

加
し
た
。

　

昨
冬
は
自
身
の
強
み
で
あ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
強
化
。「
い
い
と
こ
ろ
を
残
し
つ
つ
新
し
い
こ
と

を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
よ
く
し
て
い
こ
う
」と
取

り
組
ん

だ
。
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
生
か
し
、

日
々
ま
い
進
。
成
果
を
発
揮
し
た
の
は
、
対

関
学
大
１
回
戦
の
８
回
裏
だ
。
10
点
の
リ
ー
ド

を
許
し
、同
志
社
の
得
点
は
い
ま
だ
ゼ
ロ
。
反
撃

の
糸
口
を
探
る
中
、
打
開
の
一
手
に
寺
田
が
起
用

さ
れ
た
。
豪
快
な
ス
イ
ン
グ
で
２
球
目
を
捉
え

る
と
、打
球
は
セ
ン
タ
ー
へ
。
積
み
重
ね
た
努
力

と
汗
の
結
晶
を
き
ら
め
か
せ
、
会
場
を
興
奮
の

渦
に
包
ん
だ
。

　

主
軸
打
者
と
し
て
の
道
を
着
実
に
進
む
今
、

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
へ
立
つ
と
周
囲
か
ら
の
期

待
は
人
一
倍
高
い
。
一
振
り
で
戦
況
を
変
え
る

ジ
ョ
ー
カ
ー
と
な
れ
。

　

沖
縄
の
暖
か
い
青
空

に
育
ま
れ
た
知
念
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の

イ
チ
ロ
ー
氏
の
サ
ヨ
ナ
ラ
安
打
に
心
を
動
か

さ
れ
、
バ
ッ
ト
を
振
り
始
め
た
。

　

高
校
時
代
は
地
元
の
強
豪
沖
縄
尚
学
へ
の

進
学
を
選
ん
だ
。
３
年
時
に
は
夏
の
甲
子
園

に
出
場
す
る
も
の
の
、
２
回
戦
で
敗
退
。「
ま

だ
ま
だ
だ
と
思
え
た
こ
と
が
、
頑
張
れ
た
要

因
」。
味
わ
っ
た
挫
折
を
胸
に
大
学
で
は
「
１

年
生
か
ら
チ
ー
ム
を
変
え
る
存
在
に
な
り
た

い
」と
さ
ら
な
る
進
化
を
求
め
て
、
同
志
社
の

門
を
た
た
く
。
初
打
席
と
な
っ
た
１
年
時
の

秋
季
リ
ー
グ
戦
対
京
大
１
回
戦
で
本
塁
打
を

マ
ー
ク
。
有
言
実
行
を
果
た
し
、
ス
タ
ー
誕

生
を
予
感
さ
せ
た
。

　
「
と
に
か
く
し
ぶ
と
い
の
が
自
分
の
持
ち

味
」。
泥
く
さ
く
食
ら
い
つ
き
、
時
に
は
運
を

も
味
方
に
つ
け
結
果
を
も
ぎ
取
る
の
が
知
念

の
野
球

だ
。
対
近
大
１
回
戦
で
は
、
５
回
に

値
千
金
の
逆
転
打
を
放
っ
た
。「
打
て
る

気
が
し
な
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
が
打
た
せ

て
く
れ
た
」。
自
身
の
強
み
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
発
揮
し
、
チ
ー
ム
に
勝
利
を
手
繰
り
寄

せ
た
。
ま
た
、
今
季
は
２
本
の
本
塁
打
を
記

録
。
爆
発
力
に
秀
で
た
主
砲
と
し
て
戦
局
を

動
か
し
て
い
る
。

　
「
自
分
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
好
き
な

み
ん
な
と
勝
ち
た
い
。
そ
の
思
い
が
一
番
強

い
」。
全
て
は
４
年
間
の
青
春
を
と
も
に
し
た

最
高
の
仲
間
と
笑
っ
て
最
後
を
迎
え
る
た
め

に
。
奇
跡
を
呼
び
込
む
勝
利
の
立
役
者
が
覚

悟
を
決
め
た
。

　
同
志
社
の
誇
り
を
胸
に
宿
し
初
め
て
マ
ウ

ン
ド
に
立
っ
た
の
は
、
１
年
時
の
春
季
リ
ー

グ
戦
。
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
宿
敵
立
命
大
と
の

対
決
で
三
振
を
奪
い
、
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を

飾
っ
た
。「
あ
の
時
の
感
覚
が
一
番
良
か
っ
た
」。

そ
の
後
は
Ａ
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
を
続
け
る
も
、

自
ら
の
投
球
ス
タ
イ
ル
に
疑
問
を
感
じ
試
行

錯
誤
を
重
ね
る
日
々
を
過
ご
す
。
最
上
級
生

と
し
て
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
差
し
掛
か
っ
た

今
季
は
「
初
心
に
帰
る
」を
テ
ー
マ
に
、
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
か
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

だ
。

　

冬
の
厳
し
い
鍛
錬
を
乗
り
越
え
、
迎
え
た

春
。
橋
本
裕
の
快
進
撃
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な

い
。
３
月
に
行
わ
れ
た
東
の
雄
早
大
と
の
定

期
戦
で
先
発
投
手
に
選
ば
れ
る
と
、
４
回
ま

で
１
失
点
と
粘
投
を
見
せ
る
。「
初
回
か
ら
全

力
で
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
磨
き
上
げ

ら
れ
た
制
球
力
で
強
力
打
線
を
手
玉
に
取
っ

た
。

　

対
関
大
１
回
戦
で
は
９
回
被
安
打
３
と
完

璧
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
完
封
勝
利
。
打
者
の
手

元
で
曲
が
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
軸
に
三
振
を
量

産
し
た
。「
髙
木（
商
卒
）さ
ん
が
抜
け
て
、
そ

の
穴
を
埋
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き

た
」。
昨
年
の
エ
ー
ス
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る

よ
う
な
頼
も
し
さ
で
、
不
振
に
あ
え
ぐ
チ
ー

ム
に
勝
ち
星
を
も
た
ら
し
た
。

 　
「
最
後
の
１
年
ぐ
ら
い
は
自
信
を
持
っ
て

言
え
る
く
ら
い
の
成
績
を
残
し
た
い
」。
こ
れ

ま
で
中
心
的
存
在
と
し
て
宣
言
通
り
の
活
躍

を
続
け
る
橋
本
裕
。「
１
戦
目
に
投
げ
る
の
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
投
手
」（
竹
川
監
督
）。
首
脳

陣
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
男
が
坂
組
を
高
み
に

導
く
。

　
野
球
と
の
出
会
い
は
小

学
２
年
時
。
父
と
し
た
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
今
で
は
「
３

ア
ウ
ト
取
り
切
る
ま
で
は

終
わ
ら
ず
、
諦
め
ず
に
戦

え
る
と
こ
ろ
が
野
球
の
魅

力
」
と
語
る
ほ
ど
、
魅
了

さ
れ
て
い
る
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
え
た
と
て
も
い
い

舞
台
だ
っ
た
」。
そ
う
振

り
返
る
の
は
大
学
で
の
デ

ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
２
年

前
の
同
立
戦
だ
。
緊
張
よ

り
も
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
堂
々
と
人
々
の
記
憶
に

残
る
投
球
を
披
露
。
期
待

の
ル
ー
キ
ー
と
し
て
一
躍

そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た

野
邉
は
今
年
、
大
学
３
年

目
を
迎
え
た
。

　

今
春
は
近
大
戦
で
３
試

合
連
続
登
板
。
１
回
戦
で

は
抑
え
と
し
て
挑
み
、
２

奪
三
振
を
記
録
す
る
。
責

務
を
全
う
し
、
同
志
社
の

初
戦
を
白
星
で
彩
っ
た
。

持
ち
味
は
、
相
手
を
揺
さ

ぶ
る
１
４
０
㌔
超
え
の
ス

ト
レ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
自
身
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
で
流
れ
を
引
き
寄
せ

て
き
た
。
監
督
か
ら
の
絶

大
な
信
頼
を
獲
得
し
て
い

る
投
手
陣
の
柱
で
あ
る
。

　
「
投
げ
る
時
に
自
身
の

役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し

て
、
チ
ー
ム
を
勝
た
せ
た

い
」。
い
か
な
る
場
面
で
も

冷
静
さ
を
失
わ
ず
に
投
げ

切
る
投
手
を
志
し
、
向
上

心
を
持
ち
続
け
て
い
る
。

静
か
に
燃
え
る
闘
志
を
胸

中
に
秘
め
、
こ
れ
か
ら
も

歩
み
を
止
め
な
い
。

　高校の先輩である橋本
裕に誘われ、同志社への
入学を決意。１年時の春
季リーグ戦ではベンチ入
りしたが、昨年まで出場
機会を得られなかった。
今春のキャンプ後に竹川
監督から発破をかけられ

「このままでは（Aチー
ムに）入れない」と感じ、
チームメートの濵野（法
２）と 課 題 で あ る バ ッ
ティングに励む。その結
果、オープン戦でのひと
きわ目立った活躍を評価

され見事Ａチーム昇格を
勝ち取った。早大との定
期戦を経て開幕節では全
試合スタメン入り。対関
大３回戦では２盗塁を決
めるなど、持ち味を存分
に見せつけた。
　「塁に出たら絶対に盗
塁できると思う」。走力
に揺るぎない自信を持
ち、打率よりも出塁率を
意識する大井。今後も俊
足を生かした走塁でチャ
ンスメークを図り、ダイ
ヤモンドを駆け巡る。

　高校時代はマウンドで
腕を振り続けた北田。鋭
いストレートを武器に
数々の三振を奪う選手と
して白球を投じてきた。
大学進学後は自身の力量
に歯がゆさを覚え、昨年
11月に野手への転向を決
意。打線の一翼を担った
中学時代の記憶を呼び覚
まし、新天地で飛躍する
未来を目指した。
　コーチ陣のアドバイス
を真摯（しんし）に受け入
れ、打撃技術の向上に専

念。地道に鍛錬を積み重
ね、今季念願の公式戦デ
ビューを果たす。「まだ同
志社でやっていけると思
えた」。対関学大２回戦
では劣勢の中、８回表に
代打起用され、初球をセ
ンター前に弾き返す。抜
群の攻撃力を発揮し、真
価を示した。
　「自分なりに結果を残
していきたい」。置かれ
た環境で咲かす一打が、
わかさスタジアムに熱狂
の渦を巻き起こす。

　「ベストナインを受賞
してチームに貢献する」。
守備力に定評があり、昨
年の春から試合に出場し
ている中田。厳しいポジ
ション争いを勝ち抜き、
開幕戦ではショートで先
発出場を果たした。
　野球経験者の兄を追う
ように３歳からバットを
握り続けている。西城陽
高校では副将を務め、バ
ントをはじめとする小技
を得意とした。全国の強
豪校から選手が集う同志
社を進学先に決めた理由
は「レベルの高いところ

で野球をやりたかったか
ら」。入学後は甲子園出
場者を前に萎縮すること
もあったが、チームメー
トの考えを聞いたり、プ
レーを見たりして自身の
レベルアップにつなげて
いる。苦手だったバッ
ティングも克服し、今で
は代打を任されることも
増えた。
　次なる目標はレギュ
ラー奪取。「もっと練習し
てもっとうまくなる」。
リーグ戦最終節の大一番
で背番号６が輝きを放つ
時がやってくる。

　「弱気は最大の敵」とグ
ラブに刻み、ピンチの場
面でも真っ向勝負で駆け
引きを楽しむ齋藤。長い
リーチと大きな手のひら
から繰り出される最速
１４２㌔の直球は、打者
を圧倒する迫力を持つ。
　昨年度はチャレンジ
リーグで先発と中継ぎを
経験し、着実に技術を磨
いてきた。そして今年、
対近大１回戦にリリーフ
としてＡチーム初登板。

「落 ち 着 い て 投 げ ら れ
た」。１イニングを無失

点でしのぎ、流れを生み
出すピッチングを披露し
た。
　中継ぎとしてマウンド
に立つ時は、勝敗を左右
する緊迫した局面が多
い。「緊張に慣れることは
ないが、気持ちで負けな
い」とプレッシャーを力
に変え、全力で腕を振り
抜いてきた。
　「自分の役割は流れを
持ってくること」。頭角
を現した右腕が窮地を救
い、勝利を呼び込む魂の
投球を見せる。
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SATSUMA

RYUKI

学生コーチ 舞台裏の

英雄
No.６

主務

RISAKO
RISAKO

マネジャー

YASUNAGA

TAKUTO

MATSUMOTO

ASAHI
□　選手の指導

□ マネジメント

✓
✓

YAMAKAWAYAMAKAWA

  
２００４年３月３日生ま
れ。京都府・同志社国際
高校出身。今年度、主務
を務める。社会学部４年。

（やまかわ・あみ）0 2 －chief－

AMI
AMI

0 3－manager－  
２００３年 11 月９日生
まれ。大阪府・同志社香
里高校出身。法学部４年。

  
２００３年 10 月８日生
まれ。兵庫県・三田学園
高校出身。経済学部４年。

（のだ・りゅうき）
－coach－0 1

  
２００３年６月12日生ま
れ。福井県・敦賀気比高
校出身。法学部４年。

（ながお・あさひ）
－coach－0 4

［ 部を照らす太陽部を照らす太陽 ［
［

［
精
魂
注
ぐ

精
魂
注
ぐ

日

□ 

ア
ッ
プ
の
指
揮

□ 

メ
ニ
ュ
ー
計
画

□ 

マ
ッ
サ
ー
ジ
　

□ 

リ
ハ
ビ
リ

□ 

広
報
活
動

□ 

会
計
管
理

□ 

道
具
の
発
注

□ 

予
定
管
理

□ 

宿

・
バ
ス
手
配

な
ど

な
ど

□ 

体
調
管
理

✓✓✓

✓✓

✓✓✓

✓✓

常

トレーナー

（やすなが・りさこ）

己
の
理
念
貫
け

己
の
理
念
貫
け 学生コーチ

野
田
龍
甲

山
川
愛
実

薩
摩
拓
斗

松
本
彩
里

  
２００３年 11 月 26 日生
まれ。京都府・同志社国
際高校出身。スポーツ健
康科学部４年。

－trainer－
（さつま・たくと）0 6

トレーナー

土
台
を
築
く
要
石

土
台
を
築
く
要
石

陰の功労者陰の功労者

信頼を力に信頼を力に

－trainer－
（まつもと・あやり）0 5  

２００３年５月 21 日生
まれ。京都女子高校出身。
グローバルコミュニケー
ション学部４年。

仕
事
内
容

日 常

NODANODA

NAGAO

野球
-2025-

M
G　
T
R

の と

TRMG
AYARI

　「選手の成長のきっかけにな
りたい」。学生コーチとして選
手の指導やマネジメントを行う
野田。３年時の夏に花野前監督
から任命され、立場が変わって
も「このチームで優勝したい、
チームに貢献したい」という思
いから引き受けた。
　選手によって投げ方や感じ方
は異なる。そのため、理解を深

めながら言葉を考え、伝
わるように指導

するこ

とは一筋縄ではいかない。その
ような中でも独り善がりになら
ず競技者の視点に寄り添い、コ
ミュニケーションをとることを
意識。客観的にプレーを見るこ
とで、学生コーチならではのア
ドバイスをすることに尽力して
いる。
　「チームの中で、自分の意見を
しっかり発言するようにしてい
る」。多様な視点で考え、組織の
レベルアップに貢献するのも
野田の仕事だ。縁の下の力持
ちとして全身全霊でサポート

し、これからも坂組の
挑 戦 を 支 え

る。

　幼少期から何度も球場に足を運
んだ生粋の野球女子。大学に入
学すると、迷わず憧れだったマネ
ジャーの道に進んだ。持ち前の明
るさと無邪気な笑顔で良好な雰囲
気を保ち、多くの部員にとっての
原動力となっている。
　昨年までは広報として仕事を全
うしていたが、今年度から主務に
就任。組織の中核を担い、学年の
垣根を越えた信頼関係を構築して

いる。仕事内容はスケジュール管
理、学外関係者との仲介役など多
方面にわたる。さまざまな重圧に
耐えながら選手のことを最優先に
思い、淡々と業務をこなしてきた。
　「主役は選手なので、一人一人が
伸び伸びと活躍できるようにした
い」。献身的にサポートし続ける
彼女の存在は必要不可欠だ。いか
なる時も仲間の背中を押し続け、
勝利への追い風を吹かせる。

　小学生の頃から野球一筋。高校時代
は監督不在の中、自ら考え抜く環境で
スポーツ学に興味を抱いた。「初心者が
半数を占める組織で技術指導した経験
が役立っている」。普段はアップの指
揮やメニューの計画、外部トレーナー
との連携まで幅広く対応。また定期的
に身体測定を行い、全員のわずかな変
化も把握する。自身のプレー経験
と知識を融合させ、科学的かつ実
践的な指導が最大の強みだ。仲間

が活躍し、感謝を伝えてくれる瞬間が
何よりの喜びだと言葉に力を込める。
　新チーム発足後は全体トレーニング
を強化。これがプレーヤーの体づくり
への意識向上につながり、大きな手応
えを感じている。春季リーグ戦に向け
て、練習量の調整やケアを徹底し、万
全なサポート体制をつくることに注力
した。「硬式野球部は大学生活の全て」。
頼りにされる存在となり、身を粉にし
て働く。

　少年の頃に夢見た敦賀気比に
進学し、主力として活躍を見せ
た。同志社でも捕手として投手
陣をリードしてきたが、後輩の入
部により出場機会が減少。「うまく
てとてもかなわなかった」。それ
でも執念を燃やし、３年時にはメ
ンバー入り。しかし、今後もスタ
メンを目指すべきか葛藤する日々
を送る。「自分のできる形で貢献し
たい」という思いから学生コーチ
へ の転 身を決断。長
いアスリート人生に幕
を下ろした。

　「大切なのは相手主体で接する
こと」。これまで培ってきた経験
を生かし、競技者目線に立ち相手
の良さを最大限に引き出す。そ
のために常に声を出して士気を
高め、全員が悔いなく楽しめるよ
うに真摯（しんし）に向き合ってき
た。時には指揮官の意図をくみ
取り、納得できる根拠を探して伝
える。そんな長尾の努力と経験
値が白星に導く鍵となるはずだ。

　 高 校 時 代、 野 球 部 の マ ネ
ジャーができなかった悔しさを
胸に大学ではトレーナーとして
関わることを決意。彼女の主
な業務は、アップやトレーニン
グの準備、アイシング作業だ。

「選手の意見をしっかり聞き、
それを最優先することを意
識している」。積極的に意

思疎通を図り、知識や経験
不足を補うための努力を惜
しまない。

　「今まで生きてき
た 中 で 一 番 人

間性の部分が成長した」。日々
の練習をひたむきに支えるチー
ムにとって欠かせない存在だ。

「みんなに信頼され、親しみを
持ってもらえるトレーナーに
なる」。２年前の留学時に感謝
のメッセージやプレゼントを
もらったことが、今でも鮮明に
思い出される出来事だと話す。
プレーヤーが求めることを率
先して行動し、最高のコンディ

ションで試合に臨め
る よ う に 後 押 し
する。

　学生コーチとしての活動は大きく分
けて２つある。１つ目は各個人への技
術の享受と、ブルペンでの投手への
助言。それらに加えプレーやメンタル
面に対する相談対応など、多方面にお
いて任務を引き受ける。おのおのがベ
ストなパフォーマンスを発揮できるよ
うコミュニケーションを大切にしなが
ら親身に寄り添う。 
　２つ目は部全体のマネジメントに
関する取り組みの調整であ
る。実戦において
誰をどの

タイミングで起用するかといった戦術
的な部分を、監督と意見を交わしなが
ら決定。試合中も継投のタイミング
や流れを見てベンチワークにも関わ
り、現場に近い立場でチーム運営に貢
献する。さまざまな視点から
個々の強みを引き出
す の が 使 命
だ。

　大学入学と同時に野球人
生の幕が開けた。高校の頃
はダンスに励んでいたが、
打って変わりアスリートを
支援する立場に。当時４年
生だった先輩の快い対応に
心引かれ、新たな世界に足
を踏み入れた。 
　大学野球のレベルの高さ
を痛感したのは、入部後す
ぐの同立戦だ。優勝を目前
で逃す悔しい敗北を経験し、
より一層自身のタスクに奔
走。たくさんの人からの感
謝の言葉を励みに、これ
まで多くの苦悩
を乗り

越えてきた。その場の状況
を瞬時に把握し、円滑に運営
をコントロール。今では自
身を「緩衝材的役割」と語る
ほど、組織の架け橋として不
可欠な役割を担っている。
　「 メ リ ハ リ の あ る マ ネ
ジャーになりたい」。１年
時から変わらぬ姿勢で、ナ
インの後ろ盾となり成長を
後 押 し す る 安 永。 ラ ス ト
イ ヤ ー を 悔 い な く 駆
け抜けろ。

　 マ ネ ジ ャ ー は
広報・道具係・会
計３つの役職に分
かれて活動をしている。 広報はパンフレッ
トやポスターの作成、ＳＮＳの発信。道具
係は競技用具の管理、発注をする。そして
会計は集金など部のお金に関すること全
般を運用。それぞれが役割を持ち、業務を
全うしている。
　一方で、トレーナーはトレーニングメ
ニューの作成、アップやダウンの指揮を執
る。身体のケアを中心に部員のコンディショ
ンを整え、プレーヤーの体の変化を把握。

アイシングやリハビリ、テーピング作
業に携わり、選手が万全な状

態で試合に挑めるよ
う献身してい

る。
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(  一  )（ 二 ）（ 三 ）（ 四 ）（五 ）（ 六 ）（ 七 ）（ 八 ）（ 九 ）２
回
戦
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 80 0 0 0 4 3 0 1 0 

0 0 0 0 2 7 0 0×
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裕
１
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２

中
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８

辻
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７

佐
藤
悠
９

齊
　
藤
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６
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４
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(  一  )（ 二 ）（ 三 ）（ 四 ）（五 ）（ 六 ）（ 七 ）（ 八 ）（ 九 ）１

回
戦

 1
 132 1 0 0 4 0 0 3 3

0 0 0 0 0 0 0 1 0
野
　
邉
１
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２

川
　
村
６

中
　
森
７

佐
藤
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９

齊
　
藤
３
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井
５

牧
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８

堀
　
内
４

出
鼻
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か
れ
る

出
鼻
挫
か
れ
る

待望の白星待望の白星

優勝遠のいた優勝遠のいた

総合同立戦開幕総合同立戦開幕

４/５･６･７ vs. 近大４/５･６･７ vs. 近大

@ほっともっとフィールド神戸（兵庫県）
５/10･11

@ほっともっとフィールド神戸（兵庫県）
５/10･11 vs.vs. 京大京大

各節MVPビラ各節MVPビラ

PlaybackPlayback
~Spring League~~Spring League~

ＷＩＮＷＩＮ LOSELOSE

ＷＩＮＷＩＮ

LOSELOSE

ホームランを打った知念（文情４）ホームランを打った知念（文情４）

天
を
見
上
げ
る
野
邉
（
政
策
３
）

天
を
見
上
げ
る
野
邉
（
政
策
３
）

タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
笑
顔
を
見
せ
る
川
満
（
文
情
２
）

タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
笑
顔
を
見
せ
る
川
満
（
文
情
２
）

凡
退
し
下
を
向
く
坂
（
法
４
）

凡
退
し
下
を
向
く
坂
（
法
４
）

◀
力
投
す
る
有
馬

◀
力
投
す
る
有
馬

２試合完投した橋本裕（商４）２試合完投した橋本裕（商４）

有馬伽久

マウンドで話し合う選手たちマウンドで話し合う選手たち

４/27･29･30
@GOSANDO南港野球場（大阪府）
４/27･29･30
@GOSANDO南港野球場（大阪府）

vs.vs.関大関大

４/19･20４/19･20
@ほっともっとフィールド神戸（兵庫県）@ほっともっとフィールド神戸（兵庫県）

vs.vs.関学大関学大

１回戦
(一)大　井９中　田６
(二)堀　内４
(三)牧　原８３
(四)知　念３
(五)北　田７
(六)齊　藤５
(七)辻　井２
(八)中　田６
(九)本　田１

０
０
０
０
４
０
０
０
×
４

０
１
０
２
０
０
０
０
０
３

２回戦
(一)大　井９中　田６
(二)堀　内４
(三)牧　原８３
(四)知　念３
(五)北　田７
(六)齊　藤５
(七)辻　井２
(八)中　田６
(九)野　邉１

２
０
３
１
１
１
２
０
×
10

０
０
０
０
０
０
２
１
０
３

３回戦
(一)中　田６
(二)堀　内４
(三)齊　藤３
(四)知　念５
(五)牧　原８
(六)辻　井２
(七)大　井９
(八)北　田７
(九)橋本裕１

０
０
２
０
０
０
０
０
０
２

０
０
４
０
０
１
０
０
０
５

注目注目
選手選手

1 回戦
(一)堀　内４
(二)中　森７
(三)齊　藤５
(四)佐藤悠９
(五)知　念３
(六)牧　原８
(七)影　山６
(八) 　 坂　２　坂　２
(九)橋本裕1

０
０
０
０
０
１
０
０
×
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

▼▼▼▼▼▼

２回戦
(一)堀　内４中　田６
(二)大　井９
(三)知　念３
(四)齊　藤５
(五)中　森７　原８
(六)牧　原８
(七)影　山６
(八) 　坂　 ２　田７
(九)本　田1

０
０
０
０
０
１
０
１
１×
３

１
０
０
１
０
０
０
０
０
２

３回戦
(一)大　井７
(二)堀　内４
(三)中　森８
(四)知　念３
(五)齊　藤５
(六)佐藤悠９
(七)影　山６
(八) 　坂　 ２
(九)橋本裕１

０
０
０
１
０
０
２
０
０
３

４
０
１
０
０
０
１
１
×
７

▼▼▼▼▼▼

特に活躍が目立った選手を特に活躍が目立った選手を
ピックアップ !ピックアップ !

記者の眼

20252025

立命大戦力分析立命大戦力分析
▼▼▼▼▼▼

2.00平均 １
0.00６

4.5
秋１

24春
０

秋
６

６
６

被安打
３23春１
投球回

◆有馬の対同志社戦成績◆
年度季試合

２6.00
防御率失点

対戦なし
対戦なし

@わかさスタジアム京都@わかさスタジアム京都

1 回戦
(一)大　井９
(二)堀　内4
(三)北　田７
(四)齊　藤５
(五)知　念３
(六)牧　原８
(七)中　田６
(八)　  坂　２
(九)橋本裕1

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
１
２
０
０
０
０
０
１
４

▼▼▼▼▼▼

2 回戦
回戦(一)大　井９
(二)堀　内4
(三)北　田７
(四)知　念3
(五)齊　藤５
(六)牧　原８
(七)中　田６
(八)　  坂　２
(九)本　田1

３
０
０
０
１
０
０
０
１×
５

０
０
０
１
０
１
０
２
０
４

▼▼▼▼▼▼

　　（ありま・がく）
２００４年７月 29 日生ま
れ。愛知県・愛工大名電
高校出身。ポジション
はピッチャー。左投
げ左打ち。１７５

㌢・77㌔。

連
勝
達
成

連
勝
達
成

▼▼▼▼▼▼

▼▼▼▼▼▼ ▼▼▼▼▼▼ ▼▼▼▼▼▼

　
リ
ー
グ
優
勝
を
目
指
す
戦
い
が
始

ま
っ
た
。
開
幕
戦
の
先
発
を
任
さ
れ

た
の
は
本
田（
商
４
）。「
攻
め
て
一
人

で
も
多
く
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
」
と

意
気
込
ん
で
い
た
が
、
立
ち
上
が
り

か
ら
崩
さ
れ
先
制
を
許
す
。
そ
れ

で
も
５
回
、
反
撃
の
の
ろ
し
が
上
が

る
。
先
頭
打
者
の
齊
藤（
法
１
）が
四

球
を
選
び
、
中
田（
ス
ポ
３
）の
安
打

で
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
。
絶
好
機
で
代

打
寺
田（
法
２
）が
右
適
時
打
を
放

ち
、
２
点
を
奪
取
し
た
。
流
れ
に

乗
っ
た
同
志
社
打
線
は
一
気
に
爆
発

し
、
さ
ら
に
２
点
を
挙
げ
る
。
続
く

リ
リ
ー
フ
陣
が
残
り
の
イ
ニ
ン
グ
を

き
っ
ち
り
と
抑
え
、
貴
重
な
白
星
を

勝
ち
取
っ
た
。

　
連
勝
を
狙
う
２
回
戦
の
先
発
は
野

邉
。
し
か
し
、
近
大
に
猛
攻
を
浴
び

５
回
ま
で
に
７
点
の
リ
ー
ド
を
与
え

た
。「
自
分
た
ち
の
ミ
ス
が
続
い
て
、

流
れ
を
持
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
」（
中

田
）。
そ
の
後
も
悪
い
流
れ
を
断
ち

切
れ
ず
、
追
加
点
を
献
上
。
７
回

表
、
辻
井（
ス
ポ
３
）の
適
時
打
と
相

手
の
失
策
で
２
点
を
返
す
。
８
回
表

に
も
１
点
を
奪
っ
た
が
、
大
き
く
開

い
た
点
差
を
覆
す
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

　
「
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
頑
張

り
た
い
」（
野
邉
）。
再
起
を
目
指
し

臨
ん
だ
３
回
戦
だ
っ
た
が
、
思
惑
と

は
裏
腹
に
序
盤
か
ら
近
大
打
線
が
つ

な
が
り
４
失
点
。
す
ぐ
に
２
点
を
追

い
上
げ
た
も
の
の
、
６
回
に
再
び
１

点
を
失
っ
た
。「
３
回
の
４
失
点
が
決

勝
点
に
な
っ
た
」（
橋
本
裕
）。
反
撃

し
た
い
打
撃
陣
だ
っ
た
が
、
相
手
投

手
陣
を
前
に
拙
攻
が
続
き
敗
北
。
開

幕
カ
ー
ド
の
勝
ち
点
を
手
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　春季リーグ戦も中盤を
迎え対峙（たいじ）したの
は、23年春から１勝が遠い
関大。ナインの強い想い
が勝利を呼び寄せた。
　１回戦は橋本裕が要所
を締める投球で三振を量
産する。一方、攻撃では６
回、中森（法４）の一打を
きっかけに好機を演出す
ると、相手の失策の間に１
点を獲得。その後はリー
ドを死守し、初戦を制し
た。
　勢いそのままに挑んだ２
回戦は、開始早々先制点を
奪うと４回にも得点を追
加。試合は同志社ペース
で進むと思われたが、後半
に悲劇が待ち受けていた。
本田が６回に連続で安打
を浴び、１点を献上する。
８回にも齋藤が１点を失

い、同点に。９回には今季
初出場の安田（スポ２）が
登板したが、制球が乱れ
る。最後は暴投でまさか
のサヨナラ負け。勝負の
行方は次戦へと持ち越さ
れた。
　迎えた３回戦。初回に
３本の適時打が飛び出し、
一挙４得点の快進撃を見
せる。７回には、知念が
放ったダメ押しの本塁打
が勝敗を決定づけ７―３
でゲームセット。この日
も橋本裕がマウンドを守
り抜き、最終回までエース
の独壇場だった。
　「やっとスタートに立て
た」（坂）。貪欲に勝利を求
め、全員野球でつかみ取っ
た今季初の勝ち点。今後
のさらなる成長を予感さ
せる１節となった。

　立命大は史上初
のリーグ10連敗を
喫した昨春から一
転、今季は安定した
戦いぶりを見せて
いる。現時点で首
位に立っており、優
勝争いを先導。幾
度となく気迫あふ
れるプレーを披露
した。
　注目はエース左
腕の有馬。開幕戦
では９回無失点13

奪三振とチームを
勢いづける投球で
流れを呼び込む。
同立戦をものにす
るためにも有馬の
攻略が必須だ。い
かにして打ち崩す
かが、勝負の明暗を
分ける。
　この一戦は何が
あっても譲れない。
両者の火花を散ら
す熱い戦いが、い
よいよ幕を開ける。

　選手たちの諦めな
い姿勢に何度も励
まされ、取材活動に
いそしむことができ
ました。我々の活動
にご協力いただいた
全ての方々に感謝申
し上げます。秋に神
宮を制するその日ま
で、坂組を追い続け
ます！� 【黒田周良】

　１９３０年に始まった同立戦。同志社と立
命大は単なるライバル関係にとどまることな
く、互いに高め合っている。90年以上の伝統と
誇りを受け継ぐべく、大学創立１５０周年の
節目に総合定期戦を開催。多くの団体が参加
し、総合的な勝ち点の数で勝敗を決める新た
な枠組みを創設した。長年の歴史をつなぐた
めにも、燃えたぎる熱意を持って挑む。
　魂をぶつけ合う硬式野球部の同立戦には、
毎年注目が集まる。全員野球で闘志を燃や
し、体育会をさらに盛り上げろ。

　前節で２年ぶりに関大を下し、臨ん
だ対京大戦。上昇気流に乗り、坂組は
２連勝を果たした。 
　初戦の先発は橋本裕。好調を維持
する右腕はこの日も安定したピッチ
ングを披露した。打撃陣もそれに呼
応するように序盤から仕掛ける。２
回で先に得点板を動かすと、次の３
回。一塁にランナーを置いた状態で
知念のバットから本塁打が生まれる。
さらに９回にも、坂がレフトへダメ押
しの一発を放った。一方の守りは頼
れるエースが９回、１０５球で京大
を完璧に封じ込める。「自分が完投し

ようという気持ちで投げていた」（橋本
裕）。投打がかみ合い、４―０で先勝
を決めた。 
　２回戦は初回から大井（商３）が二塁
ベースを踏むと、堀内（法４）の犠打で
三塁へ進塁。北田（法３）の投ゴロの間
にホームへ生還した。さらに連打で計
３点を奪取し、幸先のよいスタートを
切る。５回には初出場の川満が初打点
を挙げた。しかし、京大もじわじわと
迫る。４回、６回とそれぞれ１点を追
加され、８回。１死一、三塁の場面で
センターへ打球を運ばれた。依然ピン
チは変わらず、この回ついに同点に追
い付かれる。１点も与えられない９回
表、本田に代わり財原がマウンドに上
がった。気迫のプレーで凡打を重ね、
サヨナラ勝ちへ望みをかける。運命の
裏の攻撃、大井、堀内が出塁すると中
森が三塁方向に転がした犠打がエラー
を誘発。決勝点となる走者が一気に生
還し、グラウンドは歓喜の渦に包まれ
た。

　

ま
さ
に
悪
夢
の
よ
う
な
２
日
間

だ
っ
た
。
対
近
大
戦
か
ら
２
週
間
。

坂
組
は
初
の
勝
ち
点
奪
取
へ
向
け
て
、

昨
年
度
の
覇
者
関
学
大
と
対
戦
し
た
。

　

初
戦
は
先
制
こ
そ
許
す
も
４
回

終
了
時
点
で
３
点
差
と
、
逆
転
可
能

な
展
開
で
試
合
が
進
む
。
し
か
し

５
回
、
齋
藤（
法
２
）が
相
手
打
線
に

捉
え
ら
れ
一
挙
４
点
を
奪
わ
れ
た
。

終
盤
に
登
板
し
た
財
原（
ス
ポ
４
）

と
本
田
も
王
者
の
勢
い
を
止
め
ら

れ
ず
追
い
打
ち
の
６
失
点
を
喫
す

る
。「
実
力
不
足
が
出
た
」（
財
原
）。

一
方
の
攻
撃
陣
も
関
学
大
エ
ー
ス
・

飯
田
を
攻
略
で
き
ず
、
わ
ず
か
１

得
点
に
終
わ
っ
た
。

　
続
く
２
回
戦
、
ゲ
ー
ム
が
動

い
た
の
は
５
回
。
安
打
と

２
四
球
で
満
塁
の
好
機

を
つ
く
る
。
こ
こ
で
打
席
が
回
っ
て

き
た
の
は
橋
本
裕
。「
監
督
か
ら
の
指

示
通
り
真
っ
す
ぐ
を
張
っ
て
い
た
」

（
橋
本
裕
）と
内
角
に
入
っ
た
直
球
を

弾
き
返
す
。
打
球
は
そ
の
ま
ま
風
に

乗
り
、
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド
へ
。
公
式

戦
初
本
塁
打
に
同
志
社
サ
イ
ド
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
直
後
に
２
点
差
に

縮
め
ら
れ
る
も
、
６
回
に
３
点
を
追

加
。
大
差
を
つ
け
た
状
況
で
守
備
に

入
る
。
し
か
し
現
実
は
甘
く
な
か
っ

た
。
６
回
裏
、
中
田
の
失
策
に
よ
り

ラ
ン
ナ
ー
を
背
負
う
と
、
前
日
の
覇

気
を
取
り
戻
し
た
関
学
大
に
猛
攻
を

仕
掛
け
ら
れ
る
。
５
点
の
リ
ー
ド
は

あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
っ
く
り
返
さ
れ

た
。
８
回
に
１
点
を
返
す
も
追
い
上

げ
及
ば
ず
、
８
―
９
で
２
連
敗
。
優

勝
が
絶
望
的
に
な
っ
た
。
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笑顔を見せるチアリーダー部と團長・花川
【切り込み写真】
左・ポムを手に踊る徳田（理工３）
右・ポーズを決める
（撮影・伊藤愛梨）

チアリーダー部 チアリーダー部

Who are we?La La La可憐應援
團

勝
利
の
女
神
が
戦
場
を
舞
う

チアリーダー部

い。そ れ で
もリーダー
としての在り
方を日々模索
し続けている。
　「私を見て、頑張
ろうと思ってくれる人
が増えてほしい」。その一
心で声を張り上げ観
客を魅了し、自分の
役目を全うす
る。

　チアリーダーとしてスタ
ンドを盛り上げてきた花川
が第１１７代應援團長に就任。
第１１５代團長・加田（法卒）
の姿に心を打たれ、「自分も團
長になりたい」と抱いた憧れ
はやがて決意へと変わった。
　指導部以外の部員が團長
の座に就くのは異例のこと
だ。チアリーダーの頃と
は大きく立場が異な
り、立ち振る舞い
に慣れないこ

と も 多

覚悟新たに覚悟新たに
先導者の座へ先導者の座へ

演舞する花川

◆角田慶

（はなかわ・みゆ）
２００４年３月 31日生まれ。
大阪府・大谷高校出身。今年度、
團長を務める。同志社女子大学
４年。

◆花川美結

（つのだ・けい）
２００３年 12月８日生まれ。
大阪府・同志社香里高校出身。
今年度、副團長を務め
る。心理学部４年。

心を一つに

◆池ノ内奈央
（いけのうち・なお）
２００３年 12月 21 日生まれ。京
都府・同志社女子高校出身。今年度、
チアリーダー部長を務める。政策学
部４年。

◆池ノ内奈央

◆角田慶 ▼
▼▼
▼
▼▼

▼
▼▼
▼
▼▼

DOSHISHA

▼ ▼▼▼
▼
▼

▼ ▼▼▼
▼
▼

O
N

E
 P

U
R

PO
SE

　
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
舞
と
パ

ワ
フ
ル
な
声
援
で
周
囲
を
魅
了

す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
。
華
や

か
な
笑
顔
の
裏
に
は
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
競

技
と
応
援
の
双
方
に
全
力
で
向

き
合
い
、
他
で
は
味
わ
え
な
い

景
色
と
感
動
を
手
に
し
て
き

た
。
今
年
も
全
身
全
霊
で
声
を

張
り
、
選
手
た
ち
に
活
力
と
勇

気
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
同
志

社
の
た
め
に
心
を
込
め
て
尽
力

す
る
彼
女
た
ち
。
そ
の
情
熱

は
ス
タ
ン
ド
に
熱
気
を
広
げ
、

絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。

い
か
な
る
困
難
に
も
立
ち
向

か
い
、輝
き
を
生
み
出
し
続
け

ろ
。

▼
ど
こ
へ

行
っ
て
も

馴
染
め
て

い
な
い
気

が
し
た
。

海
外
で
育

っ
た
私
に

と
っ
て
常

に
感
じ
て

き
た
距
離

感
。受
け

入
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、心
か
ら

溶
け
込
む
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
不
安
を
抱

え
て
い
た
。同
じ
言
葉
を

話
す
か
ら
と
い
っ
て
ど

こ
か
一
線
を
引
か
れ
て

い
る
。新
し
い
環
境
に
飛

び
込
む
た
び
、私
は
そ
こ

で
「
異
質
」な
存
在
だ
っ

た
▼
学
生
や
新
入
社
員

が
１
カ
月
経
つ
頃
に
、突

然
と
無
気
力
に
な
る
五

月
病
。新
し
い
門
出
に

は
じ
め
は
期
待
を
膨
ら

ま
せ
る
が
、次
第
に
理
想

と
は
か
け
離
れ
た
現
実

に
直
面
す
る
。何
を
し

て
も
上
手
く
い
か
な
い

よ
う
に
感
じ
、身
体
が

重
く
な
っ
て
い
く
。適
応

す
る
こ
と
は
、誰
に
と
っ

て
も
大
き
な
負
荷
だ
▼

何
か
に
飛
び
込
む
時
上

手
く
い
か
な
い
と
自
分

で
決
め
つ
け
て
諦
め
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
。

迷
っ
て
い
る
う
ち
に
そ

の
好
機
は
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
。可
能
性
の
扉

を
閉
ざ
さ
ず
、危
険
を

冒
す
勇
気
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
▼
ア
メ

リ
カ
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
Ｎ
Ｂ
Ａ

に
単
身
で
挑
戦
し
た
河

村
勇
輝
。日
本
で
賞
を

総
な
め
し
て
い
た
彼
は

そ
の
栄
光
を
全
て
置
い

て
文
化
、言
語
や
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
、全
て
が
異
な

る
世
界
に
身
を
投
じ

た
。い
つ
解
雇
さ
れ
て
も

お
か
し
く
な
い
焦
燥
と

母
国
の
期
待
に
応
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
。１
７
３
㌢
の

小
さ
な
巨
人
は
全
て
の

逆
境
を
覆
し
、日
本
人

４
人
目
と
な
る
Ｎ
Ｂ
Ａ

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。困

難
に
立
ち
向
か
い
な
が

ら
も
異
国
の
地
で
自
ら

の
道
を
切
り
開
い
た
▼

変
化
は
し
ば
し
ば
心
を

揺
さ
ぶ
る
。成
果
が
思

う
よ
う
に
出
な
い
時
、

焦
り
と
孤
独
感
が
強
く

押
し
寄
せ
る
。し
か
し
、

振
り
返
れ
ば
そ
の
一
つ

一
つ
が
私
の
成
長
を
支

え
る
礎
と
な
っ
た
。ど

ん
な
小
さ
な
一
歩
で

も
、確
実
に
未
来
へ
と

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を

信
じ
て
、今
一
歩
を
踏

み
出
す
。�【
中
嶋
理
博
】

夏炉冬扇

伝
統
戦

　
誇
り
を
懸
け
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
そ
の
瞬
間
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
は
大
き
な
声

援
が
響
き
渡
る
。
両
校
の
伝

統
を
背
負
っ
た
一
戦
は
、
硬

式
野
球
部
だ
け
で
な
く
應
援

團
に
と
っ
て
も
特
別
な
意
味

を
持
つ
。「
満
員
の
ス
タ
ン
ド

と
圧
倒
的
な
応
援
、
他
の
試

合
と
は
一
味
違
う
雰
囲
気
」

（
池
ノ
内
）。
大
衆
が
選
手
た

ち
の
プ
レ
ー
に
目
を
奪
わ
れ

る
中
、
観
客
の
心
を
揺
さ
ぶ

る
も
う
一
つ
の
戦
い
が
幕

を
開
け
る
。

二
刀
流

　
限
ら
れ
た
時
間
で
競
技

と
応
援
を
両
立
さ
せ
る
應

援
團
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
。

そ
れ
は
、
決
し
て
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
。
練
習
時

間
の
確
保
や
体
力
の
管

理
、
團
員
と
の
連
携
な
ど

全
て
が
綱
渡
り
だ
。「
ど

ち
ら
も
私
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
、応
援

で
得
ら
れ
る
感
動
も
、

競
技
の
達
成
感
も
何
に

も
代
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
」（
角
田
）。
壁
に

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、

歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
両
立
を
成
し
遂
げ
て

き
た
。

　
３
月
に
行
わ
れ
た
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
西

日
本
選
手
権
大
会
で

は
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
演
技

競
技
で
優
勝
、
自
由
演

技
競
技
大
学
部
門
で

準
優
勝
を
獲
得
。

日
々
積
み
上
げ
た
努

力
が
着
実
に
結
果
と

し
て
表
れ
た
。
演
技

の
完
成
度
は
も
ち
ろ
ん
、

チ
ー
ム
全
体
の
一
体
感
も

問
わ
れ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
。
他
大
学
と
比
べ
て

部
員
数
が
多
く
な
い
か
ら

こ
そ
、
信
頼
関
係
を
何
よ

り
も
大
切
に
し
て
き
た
。

「
妥
協
せ
ず
、
競
技
も
応
援

も
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
」

（
池
ノ
内
）。
全
員
が
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
姿
勢
こ
そ
が
、
強
さ
の

秘
訣（
ひ
け
つ
）だ
。
一
方

で
、
も
う
一
つ
の
顔
で
あ

る
『
応
援
』
に
も
手
を
抜

か
な
い
。「
勝
ち
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
抱
く
の
は
、

選
手
だ
け
で
は
な
く
團
員

も
同
じ
。
ス
タ
ン
ド
か
ら

届
け
ら
れ
る
声
援
が
、
仲

間
の
背
中
を
押
す
。
そ
の

一
瞬
の
た
め
に
、
ひ
た
む

き
に
鍛
錬
を
重
ね
て
き
た
。

　
今
年
新
た
に
加
わ
っ
た

１
年
生
た
ち
も
先
輩
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、
一
歩
ず

つ
成
長
し
て
い
く
。
新
入

生
に
と
っ
て
、
膨
大
な
数

の
曲
を
覚
え
る
こ
と
が
最

初
の
試
練
だ
。
振
り
付
け

を
一
通
り
覚
え
た
後
に
は
、

上
級
生
か
ら
の
鋭
い

チ
ェ
ッ
ク
が
待
っ
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、

夏
の
團
合
宿
ま
で
に
全
曲

を
体
に
染
み
込
ま
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
競
技
大

会
が
近
づ
く
と
、
応
援
活

動
へ
の
参
加
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
可
能
な
限
り
試
合
会
場

に
足
を
運
ん
だ
。
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
、「
同
志
社

の
力
に
な
り
た
い
」
と
い

う
強
い
信
念
。
い
か
な
る

状
況
で
も
仲
間
を
支
え
よ

う
と
す
る
姿
は
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
の
不
屈
の
精

神
を
体
現
し
て
い
る
。

闘
争
心

　
２
つ
の
舞
台
を
駆
け
抜

け
る
彼
女
た
ち
は
、
春
季

リ
ー
グ
戦
最
大
の
山
場
で

あ
る
同
立
戦
に
向
け
て
青

春
を
さ
さ
げ
て
き
た
。「
ど

ん
な
場
面
で
も
同
志
社
な

ら
勝
て
る
と
信
じ
て
、
声

援
を
送
り
続
け
る
」（
角

田
）。
声
が
枯
れ
る
ま
で

叫
び
、
笑
顔
で
チ
ー
ム
の

士
気
を
高
め
る
。
勝
利
の

鍵
を
握
る
『
も
う
一
人
の

主
役
』
か
ら
も
目
が
離
せ

な
い
。�     【
中
務
桜
々
子
】
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